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長崎能力開発セン タ 

本 農場を紹介するに 先だち，第三セクタ 一職業 

訓練法人・長崎能力開発センタ 一の概要について 

簡単に説明致します。 

当 センターは昭和 62 年に精神薄弱者を 対象と 

して，その特性に 応じた能力開発訓練を 行うこと 

により，就労及び 雇用促進，定着を 図ることを目 

的に設置されました。 訓練について 十分な ノゥハ 

ウる 持つ民間企業等と 地方公共団体とが 一体となっ 

た 第三セクタ一方式によって ，すでに開校後 5 年 

を経過し 80 名の人達が食品製造業，卸売業， 

食肉処理業等，約 40 社の企業に就職し 自立生活 

を送っています。 

訓練内容は ， 大きく分けて 能ブコ 開発訓練と生活 

訓練の 2 つに 分かれます。 能力開発訓練は ，職業 

能力開発促進法に 定める職業訓練基準に 基づいた， 

生活学習や実際的な 作業を通じ，就労上基本とな 

る労働習慣等の 習得により職業能力を 開発し・雇 

用労働者として 継続就労できる 能力を育てます。 

訓練科目は， 麺 製造材 と 畜産科の 2 科目でそれぞ 

れ 10 名の定員です。 麺 製造 科は ，約 500 ㎡の 製 

麺 工場において 実際の企業に ，より近い環境の 中 

で・素麺の製造を 通じ職業訓練を 行います。 カ ケ 

バ機 ，イタ ギ 機などの機械作業により ，手先の巧 

綴性 ，機敏性，判断力等を 高める技能開発訓練が 

中心となります。 畜産科は， 6 棟の豚舎を備え 母 

豚 70 頭の一貫経営，総頭数 700 頭の SPF ( 清浄 ) 

豚の飼育を通じて ，職業訓練を 行います。 SPF 

豚 専用の豚舎であ り，徹底した 衛生管理のもと ， 

給餌， 豚 房内清掃など ，自然の中で 動物に触れ合 

ぅ 実技訓練は，基礎体力向上，労働習慣，責任感 

の形成に大いに 効果を上げています。 

] .  畜産科の経緯 

昭和 62 年 7 月から， SPF 種豚 70 頭導入後初め 

ての分娩が，同年の 11 月より始まり ，訓練生 め 

看護分娩で，分娩時の 事故は少なく ，離乳頭数も 

予想した以上に 良い結果が出ています。 初出荷は， 

昭和 63 年 4 月より始まり ，出荷日 齢が 152 日と， 

驚く程の早さであ ったが脂肪が 厚 すぎる状態で ， 

制限給餌を強め 現在は ， 6 ヵ月 (180 日 齢 ) での 

出荷で，安定した 枝肉ができる 様になった。 

精神薄弱者については ，何もできないと 思われ 

ている方が多い 様ですが，実際はやらせてもでき 

ないという理由で ， 何もやらせてもらえず 経験不 

足でできない 事が多いのです。 知的なハンディは 

持っていますが ，色々な事を 経験する事により ， 

本人が自信をつけ ，何にでも意欲的に 取り組む様 

になります。 色々な事を覚えるのに 時間は要しま 

すが，一度覚えてしまえば ，間違わずに 継続して 

行えます。 仕事内容も少し 工夫すると，本人達の 

できる事が沢山あ ります。 例えば各豚舎の 給餌も 

給餌 器 ，給餌 車 に番号をつける 事で間違うことは 

く 餌をやれます。 この様に少しの 工夫で色々な 事 

ができる様になり ，本人の自信につながります。 

管理面においては ，訓練土が各豚舎ごとに 責任 

を持って管理に 当っており，細かな 萌 まで確実に 

行えている。 畜産科の管理を 始め 2 カ月もすると ， 

母豚移動も上達し ，自分の思う 方向へ移動する 事 
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ができる様になります。 家畜飼育の基本であ る愛 

情を持って飼育する 面でも，よく 母豚をブラッシ 

ングしたり，ケガまたは 状態が悪い豚がいるとす 

ぐに報告してくれます。 この様な事が 今までの 成 

562. 7 一 563. 3  ( ) 雄麻 

563- 4-H 1 . 3 

績 となって表われている 様です。 

昭和 62 年 7 月から平成 4 年 3 月までの実績は 

次表の通りです。 

13.5 Ⅰ 0.3 10 4 Ⅰ 0 10 
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2. 防疫管理 

①農場レイアウト 
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②立ち入り制限 

・農場周囲はフェンスで 囲い， 人 ・ 車 ・動物等 

の 立ち入りを制限している。 

⑧出荷 

・場内の専用自動車をおき ，場内出荷台より 場 

外出荷台へ積み 替える。 

④場内へ入る 場合 

・場外で脱衣 し ， シャワ ーを 浴び場内専用の 服 

と長靴，帽子に 着替えて入る。 

⑤時速物の殺菌 

・場内に持ち 込む物はすべて 殺菌 灯 において， 

殺菌後持ち込む。 

⑥導入隊 

・導入 隊は ，隔離豚舎で 1 ヵ月状態観察後，交 

配合 へ 移す。 

一 48 一 

日本SPF豚研究会 All About Swine, 2, 46-49 (1992)



SPF 豚 農場紹介 

⑦ワクチネーション 

・ 種豚 ‥豚コレラ，豚弛毒， 日脳 ，パルボ 

・ 肉豚 ‥豚コレラ，豚弛毒 

豚舎構造 

く 屋根 ノ ガルバニューム ，断熱材 25% 

巻き上げ 2 段式カーテン ，分娩 舎 ・育成 合 2 重力 一 

テン 

く 交配合ノコンクリート 床 

く分娩 舎 ，育成前期 舎 ノオールウ 一フ ンワイヤ ニ 

1 部屋 6 豚房 X 6 部屋のオールイン ，オールアウ 

ト方式 

く 育成後期 舎 ，肥育 舎 A.B ノコンクリート 一 

部スノコ，除棄スクレッパ ー 

く 育成前後期 舎 ，肥育 舎 A.B ン ウニ   ノ トフィ ダ一 

全豚舎サイム 設置 

  
 
 

 
 

 
 

 
 

今後の課題 

・母豚の成績が 良く更新が遅れている 為 ， 10 産 

を目途に更新を 早める。 

・ 肉豚 の 厚 脂肪傾向を改善する。 

・人工哺育器を 有効に利用し ，現状の成績維持に 

努める。 

文責     

畜産科長，森田和 富 

ブタ ・ ア ・ ラ ・カルト 

  
。 """" で "   

        甘井   
ム         ・ れ                               

中国漢時代の 豚小屋を模した 陶器 
く陳西 歴史博物館 蔵 ノ 

えさを食べている 母豚のかたわらに 

乳を求める 4 頭 ( ! ) の子 豚 がいる。 

切妻造りの屋根を 持った建物は 則であ 
り，最下層が 豚小屋に通じ ， 豚が人糞 
を食べられるようになっている。 

( 写真提供 : 佐藤忠一氏 ) 
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